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2019年6月10日
加盟クラブ(第1～6種)　各位
公益財団法人日本ライフセービング協会
（事務連絡）
器材支援のお知らせ
～2019年度・日本財団助成事業～

平素より、皆様方におかれましては監視・救助活動にご尽力いただきまして厚く御礼申し上げます。

この度、2019年度日本財団助成事業により加盟クラブを対象に「器材支援」（レスキューボード／レスキューチューブ）を実施いたします。器材支援をご希望される加盟クラブは下記の「支援要領」をご確認のうえ、申請書をJLA事務局までファックス・郵送・メールのいずれかでお申込みください。
なお、申請多数により必ずしもご希望に沿うに至らない場合もございますのであらかじめご了承下さい。
記
＜支援要領＞

1． 器材内容

1. レスキューボード　　（予定本数　計80本　～　ハードタイプ、ソフトタイプ）
2. レスキューチューブ　（予定本数　計80本）

2． 申請要件
1. 申請時に2019年度加盟クラブとして、第1～2種クラブは都道府県協会に、第3～6種クラブはJLAに、それぞれ団体登録を済ませていること。
2. 2019年度の夏期パトロール活動場所があること。
3. 器材の配置状況を写真データ提出によって報告できること。

4. 年間を通じて器材の保管・修繕等の管理ができること。

5. 第三者に譲渡・貸与・販売等しないこと。
6. 各器材について自己負担金（２割分）を納入できること（請求書は後日送付）。
	器材名
	自己負担金（税込）

	レスキューボード（ハード）
	32,400円/本

	レスキューボード（ソフト）
	32,400円/本

	レスキューチューブ
	3,564円/本


3． 器材支援の流れ

1. 全体スケジュール

６月下旬　；　申請書締切（6/21・金）
７月上旬　；　支援先決定と通知、納品先の確認

７月中旬　；　配布開始/請求書送付
７月下旬　；　配布完了

８月下旬　；　活用状況写真等の提出/支払締切
器材支援申請書
■提出締切：6月21日（金）※当日の消印および送信有効 
■この書式は、ホームページ「ニュース」欄にも掲載いたします。
	記入日
	2019年　（　　　　）月　（　　　　）日

	クラブ名
	

	申請ご担当者　氏名
	

	申請ご担当者　住所
	〒



	申請ご担当者　電話連絡先
	

	申請ご担当者　メールアドレス
	

	2019年・夏期活動場所（予定）
	

	現在の器材所有状況
	・レスキューボード/ハードタイプ（　　　　）本

・レスキューボード/ソフトタイプ（　　　　）本　
・レスキューチューブ（　　　　）本

	申請本数
	・レスキューボード/ハードタイプ（　　　　）本

・レスキューボード/ソフトタイプ（　　　　）本

・レスキューチューブ（　　　　）本

	主な申請理由
	

	【アンケート】
破棄予定の器材があれば右記ご記入ください。
	・レスキューボード/ハードタイプ（　　　　）本

・レスキューボード/ソフトタイプ（　　　　）本

・レスキューチューブ（　　　　）本


※上記に記入の個人情報は、器材支援に関してのみ使用いたします。後日、決定通知等を主に郵送でお知らせしますのでお間違えのないようご記入ください。
【お申込み/お問合せ】
＜E-mail＞ patrol@jla.gr.jp

＜FAX＞ 　 03-3459-1446
＜郵送＞　 〒105－0013　東京都港区浜松町2－1－18　ﾄｯﾌﾟｽﾋﾞﾙ

日本ライフセービング協会「日本財団器材支援」係
＜TEL＞ 　 03-3459-1445（12：00～18：00）
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